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は
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に
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に
ル
ー
ミ
ョ
ー
（lu-m

yo

）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ル
ー
は
人
、
ミ
ョ
ー
は
種
で
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
人
種
と

な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
編
纂
さ
れ
た
緬
英
辞
典
で
は` race, nationality, nation’

と
さ
れ
﹇M

yanm
a-Ingaleip A

bidan:429

﹈、
最

新
の
ビ
ル
マ
語
辞
典
に
は
、「
一
つ
の
系
統
か
ら
派
生
し
、
習
慣
、
風
習
な
ど
を
同
じ
く
す
る
人
の
集
ま
り
」﹇M

yanm
a 

Abidan:328

﹈
と
あ
る
。
日
本
の
ビ
ル
マ
語
辞
典
で
も
「
①
民
族 

②
人
種
」
と
な
っ
て
お
り
﹇
大
野 2000:623

﹈、
い
わ
ゆ
る
民
族
、

国
民
と
い
う
理
解
が
強
い
。

ビ
ル
マ
語
に
限
ら
な
い
が
、「
民
族
の
人
種
化
」
な
る
語
法
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
現
代
で
は
民
族
の
究
極
の
姿
が
人
種
で

あ
る
と
み
な
さ
れ
、
民
族
も
人
種
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
緬
英
辞
典
に
は
、
三
番
目
と
し
て
、type (of 

people); character

と
い
う
訳
語
も
充
て
て
い
る
。
た
し
か
に
日
本
語
の
人
種
に
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
階
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層
と
か
出
自
と
か
に
よ
っ
て
人
を
分
け
、
民
族
は
問
題
に
さ
れ
な
い
。
や
は
り
民
族
と
人
種
は
重
な
ら
な
い
し
、
人
種
と
い
う
言
葉

の
方
が
、
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
言
語
で
検
証
し
て
み
る
必
要
は
あ
る
が
、
意
味
と
し
て
広
く
、
か
つ
古
そ
う
で
あ
る
。

民
族
は
、現
代
社
会
を
認
識
し
、構
想
す
る
さ
い
の
基
本
語
句
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
民
国
家
の
出
現
と
と
も
に
で
き
あ
が
っ

た
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
近
代
的
概
念
と
さ
れ
る
民
族
さ
ら
に
は
人

種
が
、
一
つ
の
政
治
集
団
と
し
て
超
歴
史
的
に
使
用
さ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
成
立
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
民
族

（
人
種
）
名
を
主
語
と
す
る
叙
述
は
、
現
行
の
高
校
『
世
界
史
』
教
科
書
に
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
各
国
史
の
寄
せ
集
め
と
い
う
指

摘
を
受
け
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
代
以
後
に
お
け
る
人
の
識
別
用
語
を
民
族
、
前
近
代
（
こ
こ
で
は
植
民
地
期
以
前
の
王
国
時
代
）
は
人
種

と
定
義
し
、両
者
の
違
い
を
、一
九
世
紀
は
じ
め
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
地
方
の
ビ
ル
マ
語
世
界
に
お
け
る「
百
一
の
人
種（lu-m

yo 

taya tapa

）」
と
い
う
概
念
を
手
が
か
り
に
、
考
え
て
み
た
い
。「
百
一
の
人
種
」
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
に
立
ち
入
り
、
こ
こ
で
い
う

人
種
が
い
か
な
る
現
実
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
族
な
る
語
法
の
近
代
的
性
格
を
明
ら
か
に

す
る
一
助
と
し
た
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
前
近
代
に
お
け
る
人
の
分
類
に
つ
い
て
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
考
察
を
加
え
た
の
は
、旧
廷
臣
の
テ
ィ
ン
で
あ
る
。

コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
時
代
の
制
度
や
法
令
に
つ
い
て
解
説
し
た
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
王
統
治
様
式
論
（M

yanm
a M

in O
kchokpon Sadan

）』

の
第
二
巻
で
、
主
と
し
て
ボ
ー
ド
ー
パ
ヤ
ー
王
（
在
位
一
七
八
二
〜
一
八
一
九
年
）
時
代
か
ら
コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
が
滅
亡
す
る

一
八
八
五
年
ま
で
と
断
っ
た
う
え
で
、
パ
ー
リ
語
仏
典
や
、
新
し
く
導
入
さ
れ
て
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
、
古
典
歌
謡
や
僧
侶

や
役
人
・
知
識
人
の
記
録
を
参
照
し
つ
つ
、
二
種
類
か
ら
百
一
種
類
ま
で
の
分
類
法
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
人
種
名
、
特
に
百
一
の
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分
類
法
に
は
少
な
く
と
も
七
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

テ
ィ
ン
は
こ
れ
を
一
九
二
一
年
に
執
筆
し
て
い
る
が
、
サ
ン
ダ
マ
ー
ラ
ー
リ
ン
カ
ー
ラ
は
、
一
九
三
〇
年
に
書
き
上
げ
た
『
新
ヤ

カ
イ
ン
年
代
記
』
で
、
百
一
の
人
種
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
世
の
最
初
の
王
で
あ
る
マ
ハ
ー
タ
マ
ダ
王
の
時
代
に

は
王
種
、
バ
ラ
モ
ン
種
、
長
者
種
、
分
限
者
種
の
四
種
が
存
在
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
、
商
人
種
、
農
民
種
な
ど
を
加
え
八
種
と
な

り
、
さ
ら
に
時
が
流
れ
て
百
一
種
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
百
一
の
王
を
戴
き
、
百
一
の
人
種
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
国
々
の
中
に
乞
食
と
か
漁
師
、
猟
師
、
皮
剥
ぎ
人
な
ど
が
出
現
し
て
百
一
種
の
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
と

す
る
。
続
い
て
、「
ロ
ー
キ
ー
デ
ィ
タ
ー
ヌ
ガ
テ
ィ
書
」
や
史
書
に
あ
る
百
一
の
人
種
内
容
を
紹
介
し
、
し
か
し
、
総
じ
て
こ
れ
ら

は
こ
の
世
の
始
ま
り
の
頃
の
話
で
あ
る
と
す
る
﹇A

shin Sandam
aralinkara 2014:33-34

﹈。

そ
し
て
一
九
七
九
年
に
な
っ
て
、
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
と
い
う
人
物
が
、「
百
一
の
人
種
」
な
る
論
考
を
発
表
し
た
﹇M

ya K
yaing 

1979

﹈。
ま
ず
、
テ
ィ
ン
が
明
ら
か
に
し
た
、
百
一
の
人
種
の
分
類
法
が
種
々
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
時
代
や
イ
ン
ド
文
化
の

影
響
を
受
け
た
度
合
い
、分
類
者
の
経
験
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
す
。
そ
し
て
新
た
に
発
見
し
た
と
い
う
「
イ
ン
・

サ
ウ
年
代
記
」
に
あ
る
百
一
の
人
種
名
が
、
ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
文
書
（
後
述
）
や
ボ
ー
ド
ー
パ
ヤ
ー
王
時
代
に
描
か
れ
た
窟
院
壁
画

の
百
一
の
人
種
名
と
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
図
が
描
か
れ
た
意
味
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

以
後
、
百
一
の
人
種
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
や
内
容
を
正
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
は
な
い
が
、
た
だ
テ
ー
ウ
ェ
ー
が
二
〇
一
四
年

に
出
版
し
た
『
ヤ
カ
イ
ン
史
』
と
題
す
る
書
籍
の
中
で
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
﹇Thei W

ei 2014

﹈。
そ
れ
は
、
ヤ
カ
イ
ン
民

族
と
い
う
言
葉
の
起
源
や
そ
の
歴
史
、
と
り
わ
け
ビ
ル
マ
や
ピ
ュ
ー
と
の
近
縁
関
係
に
も
っ
ぱ
ら
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

前
近
代
の
典
籍
に
こ
の
民
族
名
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
き
た
か
を
示
す
た
め
に
、『
ミ
ャ
ン
マ
ー
王
統
治
様
式
論
』
に
あ
る
七
種
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の
分
類
に
、
新
た
に
四
例

）
2
（

を
加
え
た
。
ま
た
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
は
こ
れ
ら
百
一
の
人
種
リ
ス
ト
に
も
な
い
と

い
う
指
摘
も
行
っ
て
い
る
。

以
上
サ
ン
ダ
マ
ー
ラ
ー
リ
ン
カ
ー
ラ
以
外
い
ず
れ
の
論
者
も
、
人
種
と
民
族
を
同
一
視
し
、
百
一
の
人
種
を
構
成
す
る
要
素
の
異

同
の
み
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
な
ぜ
存
在
し
た
か
に
つ
い
て
は
関
心
が
及
ん
で
い
な
い
。
た

だ
テ
ィ
ン
も
、
人
に
は
人
種
（lu-m

yo

）
に
よ
る
区
分
、
出
自
（jati

）
に
よ
る
区
分
、
習
性
（dabawa

）
に
よ
る
区
分
が
あ
っ
た

と
も
し
て
お
り
、
民
族
と
人
種
を
区
別
し
て
考
え
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
注
意
を
要
す
。
こ
こ
に
は
、
人
種
をtype (of people); 

character

と
す
る
考
え
方
が
あ
り
、
二
種
か
ら
百
一
種
ま
で
の
説
明
に
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
、
興
味
深
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
下
、
百
一
の
人
種
に
つ
い
て
、
こ
の
用
語
が
使
用
さ
れ
た
時
代
に
注
意
し
つ
つ
、
典
籍
間
に
お
け
る
区
分
法
や
呼
称
の
違
い
を

検
討
し
、
次
い
で
人
種
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
民
族
な
の
か
、
階
層
・
出
自
な
の
か
、
居
住
地
な
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
百
一
な
の

か
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
と
社
会
体
制
の
と
の
関
係
を
考
察
し
、
前
近
代
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
地
方

の
ビ
ル
マ
語
世
界
で
語
ら
れ
た
人
種
が
、
民
族
と
は
異
な
っ
た
社
会
認
識
を
生
み
出
す
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

一　

一
九
世
紀
前
半
の
行
政
主
体
に
よ
る
把
握

ま
ず
テ
ィ
ン
が
紹
介
し
て
い
る
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
百
一
の
人
種
に
関
す
る
記
述
は
、「
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
」、「
モ
ン
ユ
エ
ー
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僧
正
」、「
シ
ュ
エ
ダ
ウ
ン
長
官
」、「
歳
出
官
」、「
外
務
次
官
」、「
閻
浮
提
章
」、「
ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
」
に
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
に
認

め
ら
れ
る
系
別
分
類
、及
び
個
別
人
種
名
の
異
同
を
表
に
し
て
示
し
て
い
る
。
系
別
分
類
の
枠
は
ビ
ル
マ
系
、タ
ラ
イ
ン
（
モ
ン
）
系
、

シ
ャ
ン
系
、
カ
ラ
ー
（
イ
ン
ド
な
ど
西
方
）
系
で
あ
る
が
、
た
だ
「
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
」
は
こ
れ
に
タ
ヨ
ッ
（
中
国
）
系
、
チ
ン
系

が
加
わ
る
。
ま
た
「
ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
系
統
別
分
類
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
百
一
の
人
種
名
の
み
が
掲
載
さ
れ

た
。こ

こ
で
い
う
「
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
」
は
、
そ
の
名
か
ら
す
れ
ば
、
仏
教
以
前
の
ド
ワ
ー
ラ
ワ
テ
ィ
ー
（
タ
ン
ド
ェ
ー
）
国
時
代
か

ら
ボ
ー
ド
ー
パ
ヤ
ー
王
に
よ
る
侵
攻
ま
で
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
な
内
容
と
名
称
を
有
す
る
異
本
が
、
少
な
く
と
も

六
種
現
存

）
3
（

し
て
い
る
が
、
テ
ィ
ン
が
使
用
し
た
も
の
が
ど
れ
で
あ
る
か
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の

ペ
ー
ザ
ー
を
点
検
し
て
も
、百
一
の
人
種
に
つ
い
て
の
言
及
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
「
ヤ
カ
イ
ン
・
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー

文
書
（Yakhain M

in Yazagyi Sadan

）」（
以
下
「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」）
と
い
う
表
書
き
の
あ
る
ペ
ー
ザ
ー
（
貝
葉
本
）

）
4
（

に
は
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
テ
ィ
ン
の
引
用
文
と
の
一
致
も
多
い
の
で
、「
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
」
は
「
ミ
ン
ヤ
ー

ザ
ヂ
ー
文
書
」
の
こ
と
と
判
断
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
」
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ン
は
「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
の
記
録
」
と
す
る
。
こ
の
僧
正
は
、
バ
ヂ
ド
ー
王
（
在
位

一
八
一
九
〜
三
七
年
）
時
代
に
『
玻
璃
宮
御
大
年
代
記
』
の
編
纂
に
加
わ
り
、み
ず
か
ら
も
独
自
に
『
モ
ン
ユ
エ
ー
高
名
大
年
代
記
』

を
書
き
上
げ
た
人
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
数
々
の
詩
作
も
な
し
、『
王
者
の
論
』『
普
眼
者
・
デ
ィ
パ
ニ
ー
の
書
』『
モ
ン
ユ
エ
ー
僧

正
の
ミ
ッ
ダ
ザ
ー
』
な
ど
の
著
作
も
多
い
﹇
ペ
ー
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン1992:334-346
﹈。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、『
モ
ン
ユ
エ
ー
覚
書
』

な
ど
、
現
在
刊
本
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
に
は
、「
百
一
の
人
種
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
の
記
録
」
は
、
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い
ま
だ
に
ペ
ー
ザ
ー
や
パ
ラ
バ
イ
の
形
で
し
か
存
在
し
て
い
な
い
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
シ
ュ
エ
ダ
ウ
ン
長
官
」
と
「
歳
出
官
」
は
、
前
者
が
「
宮
中
の
高
官
（
シ
ュ
エ
ダ
ウ
ン
）
マ
ハ
ー
・
ミ
ン
テ
ィ
ン
ヤ
ー
ザ
ー
の

記
録
」、
後
者
が
「
ン
ガ
シ
ン
グ
ー
南
池
を
知
行
す
る
歳
出
官
マ
ハ
ー
・
ミ
ン
フ
ラ
テ
ィ
ン
カ
ヤ
ー
の
記
録
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
人
物
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
官
吏
で
は
あ
ろ
う
が
、
ど
の
王
に
仕
え
、
ど
の
よ
う
な
業
績
や
作
品
（
著
作
）
を
残

し
て
い
る
の
か
知
り
え
な
い
。
刊
本
に
な
っ
た
も
の
は
な
く
、
た
ぶ
ん
こ
れ
ら
の
記
録
も
、
テ
ィ
ン
は
私
的
文
書
の
形
で
存
在
し
て

い
た
も
の
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
外
務
次
官
」
と
い
う
の
は
、
ミ
ン
ド
ン
王
（
在
位
一
八
五
三
〜
七
八
年
）
時
代
の
外
務
官
僚
の
ミ
ン
フ
ラ
ゼ
ー
ヤ
ト
ゥ
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
キ
ン
ウ
ン
ミ
ン
ヂ
ー
使
節
団
に
加
わ
り
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
を
訪
れ
、
一
八
七
二
年
に
は
団
長
と
し
て
、
イ
タ
リ
ー
そ

し
て
ス
ペ
イ
ン
に
赴
い
て
い
る
。
ミ
ン
ド
ン
王
の
ご
下
問
に
よ
り
、
ウ
ー
・
オ
ー
が
執
筆
し
た
『
カ
ウ
ィ
レ
ッ
カ
ナ
綴
字
書
』
に
対

す
る
、『
カ
ウ
ィ
レ
ッ
カ
ナ
・
デ
ィ
ー
パ
ニ
ー
』
と
い
う
解
説
書
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
で
名
高
い
。
こ
れ
は
い
わ
ば
百
科
事
典
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
後
に
活
字
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
と
い
う
印
刷
本
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

も
百
一
の
人
種
に
つ
い
て
の
記
述
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

）
5
（

。

「
閻
浮
提
章
」
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
ン
も
未
見
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
一
九
世
紀
は
じ
め
、
チ
ー
ガ
ン
・
シ
ン
ジ
ー
が
問
を
発
し
、

チ
ー
テ
ー
レ
ー
ダ
ッ
僧
正
が
回
答
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
『
百
科
問
答
（
ス
ェ
ゾ
ン
チ
ョ
ー
テ
ィ
ン
・
チ
ャ
ン
）』
に
は
、
百
一
の

人
種
に
つ
い
て
「
閻
浮
提
章
（Zabu-tanzeik

）」
に
リ
ン
ガ
ー
（
四
音
節
詩
）
の
形
態
で
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
章
句
が

引
用
さ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ン
は
こ
れ
を
引
用
し
て
「
閻
浮
提
章
」
の
記
載
と
し
て
掲
載
し
た
。
つ
ま
り
、
実
際
は
「
閻
浮
提
章
」
か

ら
で
は
な
く
、『
百
科
問
答
』
か
ら
の
孫
引
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。



七
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る
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の
人
種
」
に
つ
い
て

（
7
）

最
後
の
「
ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
テ
ィ
ン
は
、
退
官
後
ピ
ェ
ー
（
プ
ロ
ー
ム
）
に
隠
棲
し
、
一
九
二
〇
年
に
亡
く
な
っ
た

元
知
事
（
ミ
ョ
ウ
・
オ
ウ
）
カ
ン
タ
ー
の
文
書
の
こ
と
で
、
こ
の
人
物
は
年
代
記
や
占
星
術
に
長
け
、
博
覧
強
記
を
も
っ
て
知
ら
れ

た
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
﹇Tin 1965:25

﹈。
し
か
し
こ
の
人
物
や
そ
の
著
作
に
つ
い
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
テ
ィ
ン
は
文
書
の
形
で
残
っ
て
い
た
も
の
を
参
照
し
た
に
違
い
な
い
。

以
上
要
す
る
に
、
テ
ィ
ン
の
著
作
か
ら
は
、「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」
を
除
き
、
彼
自
身
も
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
世

紀
前
半
に
お
け
る
百
一
の
人
種
内
容
が
、
行
政
内
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
知
り
う
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ

官
僚
の
記
録
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
百
一
の
人
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
統
治
上
何
ら
か
の
意
味
を
有
し
て
い
た
と
み
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
し
か
し
テ
ィ
ン
の
紹
介
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
に
あ
っ
て
、
百
一
の
人
種
は
実
在
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た

の
か
、
ま
た
現
在
の
民
族
と
同
じ
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
は
な
い
。

通
常
語
句
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
さ
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
言
及
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
問
題
と
な
る
。
百
一

の
人
種
と
い
う
場
合
も
、
各
人
種
が
現
在
の
ど
れ
に
当
る
か
の
検
討
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
た
だ
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

ご
と
の
人
種
名
を
相
互
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
支
配
者
側
に
お
い
て
何
を
も
っ
て
人
種
と
し
て
い
た
か
を
、
あ
る
程
度

探
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
論
者
に
よ
る
分
類
や
そ
の
名
称
の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。



八
（
8
）

二　

ま
ち
ま
ち
な
人
種
区
分

百
一
の
人
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
列
記
し
た
も

の
は
、
テ
ィ
ン
が
参
照
し
た
、「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
」、「
シ
ュ

エ
ダ
ウ
ン
長
官
」、「
歳
出
官
」、「
外
務
次
官
」、「
閻
浮
提
章
」、

「
ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
」
の
六
件
、
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
が
紹
介
し

た
「
イ
ン
・
サ
ウ
年
代
記
」
の
一
件
、
そ
れ
に
テ
ー
ウ
ェ
ー
が

取
り
上
げ
た
『
ザ
タ
ド
ー
ボ
ウ
ン
年
代
記
』（
二
種
類
）、『
ロ
ー

カ
ヒ
タ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
』）

6
（

、『
ロ
ー
キ
ー
デ
ィ
タ
ー
ヌ
ガ

テ
ィ
チ
ャ
ン
』

）
7
（

の
四
件
。
さ
ら
に
「
一
八
七
一
年
枢
密
官
上
奏

文
」、「
一
六
七
九
年
の
勅
令
」﹇R

O
B

 II:219

﹈
の
二
件
、
つ

ご
う
十
三
件
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
」、「
シ
ュ
エ
ダ
ウ
ン
長
官
」、

「
歳
出
官
」、「
外
務
次
官
」、「
閻
浮
提
章
」『
ロ
ー
カ
ヒ
タ
ヤ
ー

テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
』『
ロ
ー
キ
ー
デ
ィ
タ
ー
ヌ
ガ
テ
ィ
チ
ャ
ン
』、

「
一
八
七
一
年
枢
密
官
上
奏
文
」
が
ビ
ル
マ
系
と
し
て
七
種
、

D
「歳出官」

E
「外務次官」

F
「贍部提章」
（百科問答）

G
「1871年枢密官

上奏文」
ミャンマー・ヂー ミャンマー ミャンマー ミャンマー
ミャンマーン・ゲー ヤカイン ヤカイン ピュー
ダーウェー ダーウェー ダーウェー タウントゥー
パイェー ミョウン タイェッ カーンヤーン
タウントゥー タウントゥー タウントゥー ヨー

ピョウーン・テッ ピュー ピョ ヤカイン

カーンヤーン カーンヤーン カーンヤーン ダーウェー

タトン・タライン スバンナブーミ・モン・ティ モン・ティ（munti） モン・ティー
（munthi）

モウタマ・タライン オウターペグー・モン・サ モン・ニャ モン・ニャン

ペグー・タライン ダゴンダラ・モン・ナ モン・タ（muntha） モン・ナー

パテイン・タライン クティマ・モン・ニャ モン・ティ（munthi） モン・ヌ

（出所）　［ROB Ⅱ：219］、［ティン1965：26-27］、［1871年枢密官上奏文］．
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人
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て

（
9
）

タ
ラ
イ
ン
系
四
種
、
シ
ャ
ン
系
三
十
種
、
カ
ラ
ー
系
六
十
種
に

分
類
し
て
い
る
。
他
は
、
百
一
の
人
種
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
い
っ
ぽ
う
「
一
六
七
九
年
の
勅
令
」
は
ビ
ル
マ

系
七
種
、
タ
ラ
イ
ン
系
三
種
、
シ
ャ
ン
系
二
十
七
種
、
カ
ラ
ー

系
六
十
四
種
、「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」
は
、
マ
ラ
マ
ー
（
ビ

ル
マ
）
系
七
種
、
タ
ラ
イ
ン
系
三
種
、
シ
ャ
ン
系
二
十
三
種
、

カ
ラ
ー
系
五
十
六
種
、
タ
ヨ
ッ
系
九
種
、
チ
ン
系
三
種
と
す
る
。

そ
し
て
後
者
に
は
人
種
個
々
の
記
載
は
な
い
。

「
一
六
七
九
年
の
勅
令
」
は
一
七
世
紀
、「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー

文
書
」
は
一
八
世
紀
ヤ
カ
イ
ン
の
文
献
で
あ
る
の
で
、
ビ
ル
マ

系
七
種
、
タ
ラ
イ
ン
系
四
種
、
シ
ャ
ン
系
三
十
種
、
カ
ラ
ー
系

六
十
種
と
い
う
分
類
は
一
九
世
紀
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

ち
な
み
に
現
在
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
百
三
十
五
の
民
族
を
ビ
ル

マ
、
モ
ン
、
ヤ
カ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
、
カ
チ
ン
、
カ
ヤ
ー
、
カ
レ

ン
、
チ
ン
と
八
系
統
に
分
類
し
、
ビ
ル
マ
系
の
内
訳
は
、
ビ
ル

マ
、
ダ
ー
ウ
ェ
ー
、
ベ
イ
（
メ
ル
ギ
ー
）、
ヨ
ー
、
ヤ
ベ
イ
ン
、

カ
ド
ゥ
ー
、
ガ
ナ
ン
、
サ
ロ
ウ
ン
、
ポ
ウ
ン
で
あ
る
。
も
ち
ろ

A
「1679年の勅令」

B
「モンユエー僧正」

C
「シュエダウン長官」

ビルマ系

1 ミャンマー・ヂー バラモン・テッ ミャンマー・テッ
2 ピュー ヤカイン ヤカイン
3 テッ ダーウェー ダーウェー
4 ダウェー ピャイェー ピョ
5 ダヌ タウントゥー タウントゥー

6 タウントゥー ミョウン・テッ ピュー・テッ

7 タウンラー カーンヤーン カーンヤーン

モン系

1 モン・ティ
（munti）

モン・ティ
（munti） タライン・ヂー

2 モン・サ モン・サ タライン・ンゲー

3 モン・ニャ モン・ニャ シャン・タライン

4 － モン・ティ
（munthi） カレン・タライン

表1　ビルマ系、モン系の人種名　　　（注）　ここでの人種名は原文通りとした



一
〇
（
10
）

ん
八
が
百
三
十
五
に
分
化
し
た
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

百
一
の
人
種
が
、
系
統
別
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
「
一
六
七
九
年
の
勅
令
」
が
最
初
と
み
て
よ
い
。「
ミ
ン
ヤ
ー

ザ
ヂ
ー
文
書
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
六
〇
二
年
の
作
成
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
確
実
で
は
な
い
。
ヤ
カ
イ
ン
の
王
室
が
、

系
統
の
一
つ
と
し
て
ヤ
カ
イ
ン
を
立
て
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
で
に
四
系
別
分
類
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と

も
あ
れ
プ
ロ
ト
・
ビ
ル
マ
か
ら
七
種
、
プ
ロ
ト
・
タ
ラ
イ
ン
か
ら
四
種
と
い
う
よ
う
に
分
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
理
解
が
一
七
世
紀

に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
出
所
の
明
確
な
系
統
分
類
か
ら
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
人
種
名
を
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
ビ
ル
マ
系
で
あ

る
が
、
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
す
べ
て
七
種
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
表
１
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
B
と
C
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
テ
ッ
と
の
混
種
と
さ
れ
、
ピ
ュ
ー
は
た
ぶ
ん
こ
の

段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
A
、
E
、
G
で
は
こ
れ
を
数
え
て
い
る
。
ま
た
カ
ー
ン
ヤ
ー
ン
を
、
一
八
世
紀

以
前
の
史
書
は
、
ヤ
カ
イ
ン
と
み
な
し
て
い
た
﹇Thei W

ei 2014:99

﹈。
と
こ
ろ
が
B
、
C
、
E
、
F
、
G
は
別
種
と
し
、
A
で
は

そ
れ
ら
の
名
前
さ
え
な
い
。

ま
た
、「
テ
ッ
」
に
つ
い
て
、
テ
ィ
ン
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
は
ビ
ル
マ
・
テ
ッ
、
ヤ
カ
イ
ン
・
テ
ッ
、
シ
ャ
ン
・
テ
ッ
の
三
種
が

存
在
し
て
い
る
と
す
る
史
書
が
ヤ
カ
イ
ン
に
は
あ
り
、
前
二
者
は
そ
れ
ぞ
れ
東
テ
ッ
、
西
テ
ッ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
ボ
ー

ド
ー
パ
ヤ
ー
王
に
よ
る
東
テ
ッ
が
山
地
周
辺
に
侵
攻
し
て
き
た
た
め
、
テ
ッ
城
市
（
現
在
の
タ
エ
ッ
・
ミ
ョ
ウ
）
が
壊
滅
し
た
と
か
、

テ
ッ
王
と
そ
の
家
族
は
捕
え
ら
れ
た
が
、
王
子
の
一
部
は
逃
れ
、
復
讐
せ
ん
と
し
て
い
る
と
か
、
テ
ッ
王
の
孫
で
あ
る
ミ
ン
イ
ェ
ー

チ
ョ
ー
ズ
ワ
ー
が
進
軍
し
て
き
た
と
か
、
い
う
記
述
も
あ
る
。



一
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さ
ら
に
は
、「
パ
ガ
ン
簡
明
年
代
記( Pagan Yazawin Kyat)

」
に
は
、
ビ
ル
マ
と
い
う
の
は
ピ
ュ
ー
の
息
子
、
ピ
ュ
ー
の
孫
で
あ

る
と
か
、
ピ
ュ
ー
の
都
で
あ
っ
た
タ
イ
ェ
ー
キ
ッ
タ
ヤ
ー
が
滅
亡
す
る
や
、
ビ
ル
マ
を
ピ
ュ
ー
と
し
た
り
、
ピ
ュ
ー
を
ビ
ル
マ
と
み

な
し
て
い
た
り
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ヤ
カ
イ
ン
で
は
、
ビ
ル
マ
を
ピ
ュ
ー
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、

パ
ガ
ン
王
国
の
ア
ノ
ー
ヤ
タ
ー
王
や
ア
ラ
ウ
ン
シ
ド
ゥ
ー
王
を
ピ
ュ
ー
王
と
す
る
例
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
パ
ガ
ン
の
み
な
ら
ず

ピ
ン
ヤ
王
国
の
王
も
ピ
ュ
ー
王
と
し
て
い
た
と
い
う
﹇Tin 1965:28-29

﹈。

し
て
み
る
と
表
１
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
時
、
人
種
区
分
が
ビ
ル
マ
語
圏
に
お
い
て
さ
え
、
そ
し
て
一
九
世
紀
初
期
の
政
府
部

内
に
お
い
て
さ
え
も
、
共
通
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
つ
ま
り
は
、
ど
ん
な
人
種
が
存
在
す
る
か
、
だ
れ
を
何
人
種
と
す
る
か
、

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
名
称
の
由
来
が
、
タ
ウ
ン
ト
ゥ
ー
が
山
の
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
よ
う
に
、
ダ
ー
ウ
ェ
ー

や
B
、
C
、
E
、
F
、
G
の
ヤ
カ
イ
ン
の
よ
う
に
、
居
住
地
名
（
も
し
く
は
地
名
と
な
っ
た
も
の
）
を
用
い
た
も
の
も
が
多
い
。

現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
「
身
内
」
の
分
類
か
ら
し
て
こ
う
で
あ
る
の
で
、
南
部
に
住
む
モ
ン
系
分
類
の
場
合
も
推
し
て
知
る
べ

し
で
あ
る
。
タ
ラ
イ
ン
は
ビ
ル
マ
の
史
書
に
頻
出
し
、
通
常
モ
ン
の
蔑
称
と
い
わ
れ
る

）
8
（

が
、
こ
の
語
を
C
と
D
だ
け
が
使
用
し
て
い

る
。
A
、
B
の
モ
ン
・
テ
ィ
（m

unti

）、
モ
ン
・
サ
、
モ
ン
・
ニ
ャ
は
、
一
八
三
一
年
マ
ハ
ー
ダ
マ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
編
述
の
『
タ
ー

タ
ナ
ー
・
リ
ン
ガ
ー
ヤ
・
サ
ー
ダ
ン
』
に
「
モ
ン
・
テ
ィ
、
モ
ン
・
サ
、
モ
ン
・
ニ
ャ
は
、
タ
ラ
イ
ン
三
地
方
の
こ
と
」﹇Thathanalinkara 

Sadan:54

﹈
と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
居
住
地
に
よ
る
区
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
モ
ン
・
テ
ィ
は
E
に
ス
バ
ン
ナ
ブ
ー
ミ
・
モ
ン
・
テ
ィ
と
あ
る
の
で
、
モ
ッ
タ
マ
地
方
も
し
く
は
タ
ト
ン
地
方
の
モ
ン
、
つ

ま
り
D
の
タ
ト
ン
・
タ
ラ
イ
ン
も
し
く
は
モ
ウ
タ
マ
・
タ
ラ
イ
ン
の
こ
と
で
、
同
じ
く
オ
ウ
タ
ー
ペ
グ
ー
・
モ
ン
・
サ
と
あ
る
の
で
、

モ
ン
・
サ
は
ペ
グ
ー
地
方
の
モ
ン
で
、
D
の
ペ
グ
ー
・
タ
ラ
イ
ン
の
こ
と
、
そ
し
て
ク
テ
ィ
マ
・
モ
ン
・
ニ
ャ
か
ら
、
モ
ン
・
ニ
ャ



一
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は
パ
テ
ィ
ン
（
ク
テ
ィ
マ
の
ビ
ル
マ
名
）
地
方
の
モ
ン
の
こ
と
で
、
D
の
パ
テ
ィ
ン
・
タ
ラ
イ
ン
の
別
名
と
い
う
こ
と
に
な
る

）
9
（

。

同
様
に
、
E
の
ダ
ゴ
ン
ダ
ラ
・
モ
ン
・
ナ
は
、
現
在
の
ヤ
ン
ゴ
ン
・
ダ
ラ
一
帯
に
住
む
モ
ン
が
、
モ
ン
・
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
を
想
起
せ
し
め
る
。
ま
た
C
の
タ
ラ
イ
ン
・
ヂ
ー
は
大
タ
ラ
イ
ン
、
タ
ラ
イ
ン
・
ン
ゲ
ー
は
小
タ
ラ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
・
タ
ラ
イ
ン

は
シ
ャ
ン
と
タ
ラ
イ
ン
の
、
カ
レ
ン
・
タ
ラ
イ
ン
は
カ
レ
ン
と
タ
ラ
イ
ン
の
混
血
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
モ
ン
は
、
デ
ル
タ
地
域
の
東

部
で
は
シ
ャ
ン
と
、西
部
で
は
カ
レ
ン
と
相
近
接
し
て
い
た
か
ら
、こ
う
し
た
人
種
名
が
考
え
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
こ
れ
ら
も
基
本
的
に
は
、
地
理
的
区
分
か
ら
き
た
分
類
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

事
情
は
ビ
ル
マ
や
モ
ン
と
同
じ
な
の
で
表
示
し
な
か
っ
た
が
、
シ
ャ
ン
四
十
種
の
分
類
も
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ

し
て
カ
レ
ン
や
カ
チ
ン
、
チ
ン
、
タ
ヨ
ゥ
（
中
国
）
な
ど
、
現
在
で
は
別
民
族
と
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を

み
る
と
、こ
の
シ
ャ
ン
も
民
族
名
で
は
な
く
地
域
名
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
「
モ
ン
ユ
エ
ー
僧
正
」
が
南
シ
ャ
ン
、北
シ
ャ

ン
、
西
シ
ャ
ン
と
い
う
分
類
を
用
い
、「
歳
出
官
」
は
大
ユ
ー
ン
、
小
ユ
ー
ン
な
ど
と
区
分
し
、「
外
務
次
官
」
に
あ
っ
て
は
エ
ー
ヤ
ー

ワ
デ
ィ
ー
・
シ
ャ
ン
、
メ
ー
コ
ン
・
シ
ャ
ン
、
サ
ル
ウ
ィ
ン
・
シ
ャ
ン
な
ど
流
域
地
方
ご
と
に
、
違
っ
た
人
種
が
存
在
し
て
い
た
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

い
っ
ぽ
う
カ
ラ
ー
系
六
十
四
種
の
場
合
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
な
ど
仏
教
書
に
み
ら
れ
る
人
種
名
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
一
部
は
ビ
ル
マ
語
風
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
パ
ー
リ
語
名
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
。
し
か
も
、「
モ
ン
ユ
エ
ー

僧
正
」
が
あ
げ
て
い
る
、
例
え
ばG

otam
a

は
仏
陀
の
氏
族
名
、Kosiya
は
農
民
、Vasudeva

は
強
健
な
人
、Baladeva

は
愚
人
、

Corayana

は
耳
の
大
き
い
人
、Aggivesayana

は
拝
火
人
、Vagacchayana
は
放
浪
者
の
意
で
、ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ー
テ
ィ

名
で
あ
る

）
10
（

。
こ
の
部
分
は
、
カ
ラ
ー
（
西
方
の
人
）
と
い
う
こ
と
で
、
百
一
の
人
種
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
と
い
う
感
が
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三
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強
い
。

ま
た
C
、
D
、
F
、
G
は
こ
の
系
統
の
中
に
パ
テ
ィ
ー
（
ム
ス
リ
ム
）、
バ
イ
ン
ヂ
ー
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
）、
ビ
ン
ガ
ラ
ー
（
ベ
ン

ガ
ル
人
）
な
ど
を
あ
げ
、
D
と
F
、
G
は
、
イ
ン
ガ
リ
（
イ
ギ
リ
ス
）、
G
は
ピ
ン
テ
ッ
（
フ
ラ
ン
ス
）
や
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
（
ア
ユ
タ
ヤ
）

も
含
め
る
。
パ
テ
ィ
ー
は
ヤ
カ
イ
ン
方
面
か
ら
の
捕
虜
、
移
住
者
で
あ
り
、
バ
イ
ン
ヂ
ー
は
一
七
世
紀
初
期
以
来
の
、
主
と
し
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
航
し
た
船
員
や
兵
士
の
子
孫
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ス
ラ
ム
教
や
キ
リ
ス
ト
教
で
括
ら
れ
た
呼

称
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
が
登
場
す
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
期
以
来
、
と
み
に
接
触
が
増
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
中
期
ま
で
の
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
っ

た
。
シ
ン
・
オ
ウ
ン
ニ
ョ
ー
が
緬
暦
八
七
九
（
一
五
一
七
）
年
に
完
成
さ
せ
た
と
さ
れ
る
『
ガ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ウ
セ
ー
・
ピ
ョ
（
仏

典
叙
事
詩
・
偈
頌
六
○
偈
）』
に
百
一
の
人
種
名
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ピ
ョ
は
、『
仏
種
姓
経
注
釈
書
』

お
よ
び
『
譬
喩
経
注
釈
書
』
記
載
の
パ
ー
リ
語
偈
頌
六
三
偈
を
、
ビ
ル
マ
語
韻
文
で
書
き
表
し
た
も
の
で
、
悟
り
を
ひ
ら
い
た
我
が

子
で
あ
る
仏
陀
を
、
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ト
ゥ
国
に
招
き
た
い
浄
飯
王
の
一
心
が
、
う
つ
く
し
い
季
節
の
情
景
と
し
て
六
○
の
偈
に
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
﹇
ペ
ー
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン1992:66-67

﹈。

八
方
か
ら
、
会
衆
や
貴
人
が
覚
者
の
尊
顔
を
拝
し
、
法
話
を
乞
い
も
と
め
て
い
る
、
ど
う
か
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ト
ゥ
に
お
運
び
あ
れ
、

と
い
う
章
句
に
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
百
一
の
種
、
バ
ラ
モ
ン
、
ビ
ル
マ
、
ビ
ャ
ー
パ
ー
、
シ
ン
チ
ャ
ン
、
…
〔
中
略
〕
…
、
タ
ン
タ
ー
リ
ー
、
ゾ
ー
ヂ
ー
、

テ
ィ
ッ
パ
ン
、
閻
浮
提
に
住
む
百
一
の
諸
種
は
、
あ
ま
た
の
黄
金
、
宝
石
の
ご
と
く
、
清
ら
に
輝
く
、〔
ご
尊
顔
を
〕
恭
し
く
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拝
謁
せ
ん
﹇G

atha:72-73

﹈

と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
人
々
は
、
尊
師
の
知
遇
を
得
、
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
解
き
放
た
れ
る
に
違
い
な
い
、
と
詩
句
は
続

く
）
11
（

。
百
一
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
は
そ
の
す
べ
て
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
人
種
名
の

多
く
は
、
一
九
世
紀
の
リ
ス
ト
に
登
場
し
な
い
。
や
は
り
時
代
に
よ
っ
て
も
、
人
種
の
呼
称
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

王
国
体
制
下
に
あ
っ
て
、
人
種
名
は
習
慣
や
言
語
と
い
う
よ
り
、
主
と
し
て
地
域
や
仏
典
の
情
報
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
か

つ
一
九
世
紀
初
期
の
段
階
に
あ
っ
て
も
統
一
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
同
じ
ビ
ル

マ
語
圏
で
あ
り
が
ら
、
ヤ
カ
イ
ン
で
は
ビ
ル
マ
の
呼
称
さ
え
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
マ
ラ
マ
ー
と
す
る
な
ど
独
自
の
用
法
が
使
わ
れ
て
い

る
。人

種
名
に
つ
い
て
、
共
通
理
解
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
名
称
自
体
が
社
会
の
中
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
だ
れ
が
ど
の
人
種
で
あ
る
か
は
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で

は
人
種
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

三　

ジ
ャ
ー
テ
ィ
や
ゴ
ッ
タ
を
包
含
す
る
人
種

こ
こ
で
も
テ
ィ
ン
の
紹
介
が
導
き
の
糸
と
な
る
。
テ
ィ
ン
は
、
そ
も
そ
も
人
種
は
二
か
ら
、
四
、五
、五
十
五
、六
十
五
、百
一
種
へ
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と
分
化
し
て
き
た
と
す
る
。
仏
典
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
貴
種
（U

kkatha-jati

）
と
劣
種
（H

ina-jati

）
の
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
前

者
は
王
族
と
聖
職
者
（
バ
ラ
モ
ン
）
で
、
王
族
に
は
太
陽
の
家
系
、
月
の
家
系
そ
の
他
、
後
者
は
仏
塔
奴
隷
、
奴
隷
そ
の
他
で
あ
る
。

そ
し
て
『
長
部
経
典
』
に
含
ま
れ
る
「
起
世
因
本
経
」（A

gganya Sutta

）
に
あ
る
よ
う
に
、人
間
は
、一
、王
族
（Khattiya-gotta

）、

二
、 

聖
職
者
（
バ
ラ
モ
ン
）（Brahm

ana-gotta

）、
三
、
商
人
・
農
民
（Vessa-gotta

）、
四
、
平
民
（D

alidda-gotta

）
に
分
化
し

て
い
く
。

以
上
は
四
種
ま
で
の
説
明
で
あ
る
が
、
五
種
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
バ
ラ
モ
ン
種
が
そ
の
行
い
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

の
み
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
五
十
五
種
に
つ
い
て
も
、
テ
ィ
ン
は
い
き
な
り
、
そ
の
名
称
を
列
記
す
る
だ
け
で
、
そ
の
出
典
は

示
さ
な
い
。
た
だ
『
サ
ッ
ダ
サ
デ
ィ
タ
（Sadda-saddita

）』）
12
（

と
い
う
典
籍
に
は
、
六
十
四
の
「
人
種
」
区
別
が
示
さ
れ
て
い
る
と

し
て
、
こ
の
名
称
を
列
挙
す
る
。
そ
し
て
、
上
記
五
十
五
種
と
比
較
す
る
と
、
五
十
一
は
同
一
で
、
そ
の
他
四
種
のBram

ana

、

Kosiya

、Kondanya

、Kassapa

に
か
わ
り
、Sanghayana

、Saleyya

な
ど
十
種
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
﹇Tin 1965

：20-

21

﹈。こ
こ
で
我
わ
れ
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
種
を
示
す
語
が
、jati

やgotta

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
話
の
内
容
が
イ
ン
ド

や
バ
ラ
モ
ン
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
献
が
パ
ー
リ
語
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
ら
は
、
現
代
の
カ
ー
ス
ト
制
を
生
み
出
す
も
と
と
な
っ
た
人
種
観
を
作
り
あ
げ
た
言
葉
で
あ
る
。jati

はzati

と
し
て
ビ
ル
マ
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
出
身
地
や
故
郷
の
意
で
用
い
ら
れ
る
か
、
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
の
こ
と
で
あ

る
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
四
八
四
年
シ
ン
・
マ
ハ
ー
ラ
ッ
タ
タ
ー
ラ
に
よ
っ
て
作
詩
さ
れ
た『
ブ
ー
リ
ダ
ッ
・
リ
ン
ガ
ー
ヂ
ー（
槃
達
龍
大
長
編
詩
）』﹇
ペ
ー



一
六
（
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マ
ウ
ン
テ
ィ
ン1992:71

﹈
に
は
、

五
十
五
の
人
の
違
い
（lu-apya

）
に
あ
っ
て
、
貴
き
バ
ラ
モ
ン
の
系
統
（m

yo-nwe

）
で
あ
り
な
が
ら
、
汚
ら
わ
し
く
も
、
蛇

を
捕
え
、
こ
れ
で
な
り
わ
う
、
智
慧
狭
き
、
蛇
使
い
﹇B

huryidat:151

﹈

と
い
う
章
句
が
あ
り
、
こ
こ
で
はjati

やgotta

で
は
な
く
、myo

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
五
十
五
の
人
の
違
い
」
と
い
う
語
句
は
、

『
ブ
ー
リ
ダ
ッ
・
リ
ン
ガ
ー
ヂ
ー
』の
も
と
に
な
っ
た
と
い
う
、ジ
ャ
ー
タ
カ
第
五
四
三
話「
ブ
ー
リ
ダ
ッ
タ
竜
王
前
生
物
語
」（『
ジ
ャ
ー

タ
カ
全
集
9
』）
に
は
な
い
。
こ
の
リ
ン
ガ
ー
の
作
者
で
あ
る
シ
ン
・
マ
ハ
ー
ラ
ッ
タ
タ
ー
ラ
が
、
自
分
の
知
識
の
基
づ
き
、
新
た

に
付
け
加
え
た
も
の
か
、
当
時
の
理
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
さ
い
、
こ
の
「
詩
聖
」
はjati

やgotta

を
使
わ
な
か
っ
た
。
別
の
章
で
も
、
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
の
ブ
ラ
フ
マ
ッ
ダ
王
の
家

族
を
「
名
望
人
種( kyohtin lu-m

yo)
」﹇B

huryidat:94

﹈
と
し
、
そ
の
娘
を
嫁
が
せ
た
龍
王
と
そ
の
一
族
を
「
紛
れ
な
く
、
た
し
か

に
異
な
る
人
種
（lu-m

yo)

」﹇ibid. 95

﹈
と
表
現
し
て
い
る
。
階
層
や
氏
族
の
違
い
は
、
人
種
の
そ
れ
と
し
て
表
現
す
べ
き
も
の
と

い
う
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
実
は
テ
ィ
ン
も
、
二
分
類
を
説
明
す
る
さ
い
、U

kkatha-jati

をAm
yat-m

yo

と
、

H
ina-jati 

をAyot-m
yo

、
四
分
類
の
場
合
はKhattiya-gotta

をM
in-m

yo

、Brahm
ana-gotta

をPonna-m
yo

な
ど
と
ビ
ル
マ
語

に
置
き
換
え
て
い
た
。

ジ
ャ
ー
テ
ィ
や
ゴ
ッ
タ
と
い
う
イ
ン
ド
の
身
分
制
に
か
か
わ
る
用
語
が
ル
ー
ミ
ョ
ー
に
と
っ
て
か
わ
る
の
は
、
仏
教
が
出
自
に
よ

る
上
下
関
係
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
非
仏
教
的
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
は

四
つ
の
口
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
白
い
口
か
ら 

バ
ラ
モ
ン
（
ポ
ン
ナ
ー
）、
赤
い
口
か
ら
王
族
が
、
そ
し
て
農
民
・
商
人
は
金
の
口
、

平
民
は
茶
色
の
口
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
理
解
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
バ
ラ
モ
ン
の
口
で
は
な
く
、
体
の
四
つ
の
部
分
か
ら
と
い
う
異



一
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説
も
あ
り
、
貴
賤
に
従
い
、
頭
か
ら
膝
へ
と
下
が
っ
て
い
く）

13
（

 ﹇Tin 1965:13

﹈。
い
ず
れ
に
し
ろ
ブ
ラ
フ
マ
ン
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
、

バ
ラ
モ
ン
が
一
番
上
位
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
、
上
下
関
係
が
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
。

と
こ
ろ
が
『
ブ
ー
リ
ダ
ッ
・
リ
ン
ガ
ー
ヂ
ー
』
の
趣
旨
は
、
生
き
様
に
よ
っ
て
人
は
ど
う
に
で
も
な
る
と
い
う
認
識
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た

）
14
（

。「
起
世
因
本
経
」
も
、
四
種
の
区
分
は
、
あ
く
ま
で
も
仕
事
の
分
担
で
あ
っ
て
、
上
下
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
説
い
た

も
の
で
あ
る
。
人
の
生
き
方
や
行
な
い
が
こ
の
よ
う
な
種
姓
（gotta

）
を
生
じ
せ
し
め
る
と
い
う
理
解
が
、
ジ
ャ
ー
テ
ィ
や
ゴ
ッ

タ
を
ル
ー
ミ
ョ
ー
で
言
い
換
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」
も
、ル
ー
ミ
ョ
ー
は
、イ
ン
ド
の
階
層
区
分
と
は
異
な
る
と
い
う
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
文
書
は
、

一
六
〇
二
年
ム
ラ
ウ
ー
王
国
の
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
王
（
在
位
一
五
九
三
〜
一
六
一
二
年
）
の
命
に
よ
り
、近
衛
府
大
臣
マ
ハ
ー
ゼ
ヤ
ー

テ
ィ
ン
が
書
き
留
め
た
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る

）
15
（

。
た
だ
現
在
利
用
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、後
世
サ
ン
ダ
ウ
ィ
マ
ラ
ヤ
ー
ザ
ー
王（
在

位
一
七
七
七
年
）
の
大
臣
シ
ュ
エ
ー
サ
ー
パ
ッ
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

仏
陀
が
ヤ
カ
イ
ン
に
や
っ
て
来
る
以
前
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
王
の
事
績
を
、
勅
令
、
支
配
制
度
や
税
制

な
ど
に
も
随
時
触
れ
つ
つ
、
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
王
の
治
世
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
し
て
、
後
半
で
は
信
仰
と
実
践
の
関
係
、
王
室
の
し
き

た
り
、
交
易
や
取
引
に
関
す
る
法
、
人
の
区
分
、
な
ど
に
つ
い
て
、
王
に
よ
る
十
三
の
質
問
に
対
し
、
大
臣
マ
ハ
ー
ゼ
ヤ
ー
テ
ィ
ン

と
林
住
僧
の
ダ
ン
マ
サ
ミ
に
よ
る
回
答
を
記
す
﹇Zaw

 Lynn A
ung:8-10

﹈。

人
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
四
種
の
説
明
と
し
て
、
ま
ず
述
べ
ら
れ
る
の
が
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
種
な
る
、
サ
ッ
キ
ャ
（
族m

yo

）
に
連

な
る
マ
ハ
ー
サ
マ
タ
王
の
血
統
。
次
に
マ
ハ
ー
タ
ー
ラ
（m

ahathala

）
種
と
し
て
の
大
臣
、
貴
顕
、
高
官
。
そ
し
て
バ
ラ
モ
ン
種
。

こ
れ
は
製
薬
、
呪
文
、
占
い
な
ど
を
特
別
に
勉
強
し
て
は
い
な
い
が
、
清
い
生
活
を
送
り
、
国
王
の
灌
頂
式
を
執
り
行
う
義
務
を
負



一
八
（
18
）

う
人
。
最
後
は
ス
ド
ラ
（
シ
ュ
ー
ド
ラ
）
種
に
つ
い
て
、
雄
弁
家
、
占
星
術
師
、
数
秘
学
者
、
占
い
師
、
薬
師
、
船
員
、
行
商
人
、

商
人
、
農
民
、
金
細
工
師
、
鍛
冶
屋
、
彫
刻
者
、
像
使
い
、
な
ど
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
ド
ラ
種
が
時
代
と
と
も
に
拡
大
し
、

町
や
村
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

王
は
、
支
配
地
を
二
十
八
人
の
息
子
に
分
け
与
え
た
が
、
そ
の
増
加
と
と
も
に
、
さ
ら
に
分
割
を
進
め
た
。
王
統
も
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
き
、
つ
い
に
は
百
一
の
国
家
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
百
一
の
国
の
臣
民
は
、
言
葉
の
違
い
に
よ

り
百
一
の
人
種
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
百
一
の
人
種
は
マ
ラ
マ
ー
七
種
（m

yo

）、
タ
ラ
イ
ン
三
種
、
シ
ャ
ン
二
十
三
種
、
カ
ラ
ー

五
十
六
種
、
タ
ヨ
ゥ
（
中
国
）
九
種
、
チ
ン
三
種
か
ら
な
る 

﹇Yakhain M
in Yazagyi Sadan: gho-reverse

﹈。

ス
ド
ラ
か
ら
発
生
し
た
こ
の
世
の
住
民
が
、
百
一
の
国
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
使
用
す
る
言
語
の
違
い
に
よ
り
、
百
一
の
人
種
に

な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
イ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ル
ナ
制
と
の
接
続
が
み
ら
れ
る
が
、
四
種
を
述
べ
る
さ
い
も
、
ジ
ャ
ー
テ
ィ
や
ゴ
ッ
タ

は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
ご
と
く
、前
近
代
の
ビ
ル
マ
語
文
化
圏
で
は
、人
の
区
分
に
ル
ー
ミ
ョ
ー
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
ジ
ャ
ー

テ
ィ
や
ゴ
ッ
タ
を
取
り
込
ん
だ
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
地
域
や
居
住
地
に
加
え
、
階
層
、
生
業
、
な
ど
を
そ
の

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
生
来
の
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
こ
れ
ら
が
ど
う
し
て
百
一
な
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
社
会
と
の
関

係
が
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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四　
「
百
一
の
人
種
」
に
よ
る
王
権
の
正
統
化

一
九
世
紀
は
じ
め
の
典
籍
で
あ
る
『
百
科
問
答
』
に
は
、
百
一
の
人
種
の
名
称
を
列
記
し
た
あ
と
、

百
一
の
人
種
に
つ
い
て
、
個
々
の
名
前
は
典
籍
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
異
な
る
。
重
要
な
も
の
を
、〔
こ
こ
で
は
〕
と
り
あ
げ
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
学
者
が
、
閻
浮
提
の
外
で
見
聞
し
た
国
家
に
お
け
る
、
人
種
の
名
前
・
呼
称
、
文
物
を
説
明
し
た
書
籍
に
掲
載
せ

る
名
前
・
呼
称
は
含
ま
れ
な
い
。〔
こ
れ
を
網
羅
す
る
と
〕
百
一
に
は
な
ら
な
い
﹇Sw

ezoun K
yotin K

yan:448

﹈。

と
あ
り
、
当
時
か
ら
人
種
の
名
称
が
人
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
、
世
界
に
は
も
っ
と
多
く
の
人
種
が
存
在
す
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
た

と
考
え
て
よ
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
こ
の
百
一
の
人
種
を
、
項
目
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
が
あ
る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」
に
は
、
百
一
の
王
に
よ
る
百
一
の
国
家
に
よ
っ
て
、
百
一
の
人
種
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
た
が
、
百
一
の
王
や
百
一
の
国
家
と
い
う
言
い
方
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物

語
」）

16
（

と
い
う
、
後
に
仏
陀
と
な
る
マ
ホ
ー
サ
ダ
が
、
ミ
テ
ィ
ラ
ー
に
住
む
長
者
の
も
と
に
生
ま
れ
、
智
慧
と
方
便
に
よ
り
、
国
師
と

し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
国
を
難
局
か
ら
救
う
と
い
う
話
し
に
、
主
と
し
て
閻
浮
提
の
王
の
数
や
こ
れ
に
見
合
う
百
一
の
家
来
（
ク

シ
ャ
ト
リ
ヤ
）
と
い
う
形
で
出
て
来
る
。

マ
ホ
ー
サ
ダ
が
若
く
し
て
賢
者
の
一
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ま
ず
王
城
を
整
備
し
、
こ
れ
を
繁
栄
さ
せ
る
数
々
の
方
策
を
こ
う
じ
、

他
国
の
動
向
を
監
視
す
る
た
め
「
百
一
人
の
兵
を
召
し
だ
し
て
」、「
百
一
の
王
都
」
へ
派
遣
す
る
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
カ
ン
ピ



二
〇
（
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）

ラ
国
の
ウ
ッ
タ
ラ
パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
の
都
に
住
む
チ
ュ
ー

ラ
ニ
ー
・
ブ
ラ
フ
マ
ッ
ダ
ッ
タ
王
は
、
国
師
で
あ
る
バ

ラ
モ
ン
の
ケ
ー
ヴ
ァ
ッ
タ
の
策
を
容
れ
、
閻
浮
提
の
覇

権
を
握
る
た
め
に
、
ま
ず
は
支
配
下
に
置
い
た
「
百
一

人
の
王
」
を
酒
宴
で
毒
殺
し
、「
百
一
の
都
の
王
位
を

手
中
に
納
め
」﹇
ジ
ャ
ー
タ
カ
10
：71-73

﹈
よ
う
と
し

て
い
た
。

こ
の
計
画
は
マ
ホ
ー
サ
ダ
の
機
転
に
よ
り
頓
挫
す
る

も
、
パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
の
王
は
「
閻
浮
提
中
の
」「
百
一

人
の
王
た
ち
」
を
引
き
連
れ
﹇
ジ
ャ
ー
タ
カ
10
：76

﹈、

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
、
マ
ホ
ー
サ
ダ
が
仕
え
る
ミ

テ
ィ
ラ
ー
国
の
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
王
を
攻
撃
す
る
。
し
か
し

こ
れ
に
も
失
敗
し
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
画
策
も
マ

ホ
ー
サ
ダ
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
、
結
局
両
王
は
「
友

好
的
に
和
合
し
て
」
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
百
一
は
、
現
実
を
反
映
し
た
数
字
で
は
な

い
。こ
の
話
自
体
に
お
い
て
も
、カ
ン
ピ
ラ
国
や
ミ
テ
ィ
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ラ
ー
国
を
含
め
る
と
、
閻
浮
提
中
に
は
百
三
の
王
国
が

存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
記
述
で
は
、

カ
ン
ピ
ラ
国
に
し
ろ
ミ
テ
ィ
ラ
ー
国
に
し
ろ
、
自
国
以

外
の
閻
浮
提
の
王
と
い
う
と
き
、
こ
れ
を
百
一
の
王
と

い
う

）
17
（

。
閻
浮
提
の
王
百
一
人
、
閻
浮
提
の
王
国
百
一
国

と
い
う
の
は
、
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
の
、
と
い
う
場
合
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
。百

一
の
王
や
国
と
い
う
言
い
方
は
、
他
の
上
座
仏
教

圏
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
タ
イ
の
民
間

仏
教
説
話
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。「
美
女
伝
説
」
と

題
さ
れ
た
話
は
、
そ
の
冒
頭
で
「
プ
ロ
ム
パ
ン
ナ
コ
ン

と
い
え
ば
、
近
隣
の
百
一
も
の
国
々
を
従
え
る
大
国
中

の
大
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ

の
王
は
、
王
子
の
戴
冠
式
を
行
う
た
め
、「
近
隣
の

百
一
の
国
々
に
書
状
を
し
た
た
め
」、
妃
の
候
補
と
し

て
「
百
一
の
国
々
か
ら
・
・
・
王
女
た
ち
が
」
遣
わ
さ

図 1　フラウンウーモー窟院の大トンネル前生物語（2012年撮影）



二
二
（
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）

れ
て
き
た
と
述
べ
る
﹇
仏
教
説
話
大
系
編
集
委
員
会1982:82

﹈。
仏
教
が
想
定
す
る
世
界
に
あ
っ
て
百
一
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
に

お
い
て
思
考
が
及
ぶ
空
間
的
範
囲
に
存
在
す
る
国
や
王
を
、
量
的
に
漠
然
と
表
す
数
字
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

さ
い
さ
ん
述
べ
た
よ
う
に
「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー
文
書
」
は
百
一
の
王
国
に
対
応
し
て
、百
一
の
人
種
が
存
在
す
る
と
し
て
い
た
が
、

ザ
ガ
イ
ン
西
部
に
位
置
す
る
ユ
ワ
テ
ィ
ッ
チ
ー
村
の
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
窟
院
の
壁
画
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
理
解
が
認
め
ら
れ

る
。
入
り
口
の
右
側
に
描
か
れ
た
「
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
」
の
詞
書
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
に
、

ピ
ン
サ
ラ
リ
王
、
ケ
ー
ウ
ッ
・
バ
ラ
モ
ン
等
は
、
百
一
の
王
達
と
合
同
で
、
ウ
イ
デ
ハ
リ
ッ
国
を
攻
撃
す
べ
く
、
前
進
し
た
と

こ
ろ
、
百
一
の
人
種
で
あ
る
ブ
ラ
マ
ー
、
タ
ラ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
、
ユ
ン
、
ジ
ュ
ン
、
フ
モ
ン
、
カ
ラ
ー
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
・・・〔
省

略
〕・
・
・
が
従
っ
た
（
図
１
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ピ
ン
サ
ラ
リ
王
は
、
他
の
例
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、（
ウ
ッ
タ
ラ
）
パ
ン
チ
ャ
ー
ラ
の
王
の
こ
と
で
、
バ

ラ
モ
ン
の
ケ
ー
ウ
ッ
は
ケ
ー
ヴ
ァ
ッ
タ
と
み
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ン
ピ
ラ
国
の
ウ
ッ
タ
ラ
パ
ン

チ
ャ
ー
ラ
の
都
に
住
む
チ
ュ
ー
ラ
ニ
ー
・
ブ
ラ
フ
マ
ッ
ダ
ッ
タ
王
が
、
バ
ラ
モ
ン
の
国
師
ケ
ー
ヴ
ァ
ッ
タ
と
と
も
に
、
閻
浮
提
の
覇

権
を
握
る
た
め
に
、「
百
一
人
の
王
」
を
従
え
、
ミ
テ
ィ
ラ
ー
国
の
ヴ
ィ
デ
ー
ハ
王
を
攻
撃
す
る
場
面
で
あ
る
。

ジ
ャ
ー
タ
カ
に
あ
る
、「
百
一
の
王
」
が
「
百
一
の
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
」、「
百
一
の
兵
」
を
従
え
て
と
い
う
表
現
が
、こ
の
壁
画
で
は
、

百
一
の
人
種
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
名
も
、
主
な
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
窟
院
の
人
物

等
の
様
式
描
写
は
、
ニ
ャ
ン
ウ
ン
ヤ
ン
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
詞
書
の
書
体
は
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
と
い
う
﹇
大
野1978

：242

﹈
か
ら
、
本
壁
画
は
一
八
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、「
ミ
ン
ヤ
ー
ザ
ヂ
ー

文
書
」
と
同
様
、
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
地
方
で
も
、
百
一
の
人
種
が
百
一
の
王
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
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こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
こ
の
時
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
先
に
取
り
上
げ
た
緬
暦
八
七
九
（
一
五
一
七
）
年
の
『
ガ
ー

タ
ー
・
チ
ャ
ウ
セ
ー
・
ピ
ョ
』
に
「
百
一
の
種
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
い
た
。
た
だ
そ
の
す
べ
て
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
し
、
厳
密
に
い
え
ば
、
人
種
と
い
う
言
葉
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
全
世
界
津
々
浦
々
に
百
一
種
の
住
民
が
存

在
す
る
、
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
ワ
時
代
の
一
五
四
二
年
、
シ
ン
・
エ
ッ
ガ
タ
マ
ー
デ
ィ
に
よ
る
『
ネ
ー
ミ
・
ボ
ン
ガ
ン
・
ピ
ョ
（Nem

i Boun Khan 

Pyo

）』
に
は
、
百
一
の
人
種
と
い
う
言
葉
こ
そ
な
い
が
、
こ
の
世
の
民
と
し
て
種
々
の
人
種
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ピ
ョ
は
、

マ
ー
タ
リ
天
神
が
、
後
に
仏
陀
と
な
る
ネ
ー
ミ
大
王
を
天
界
に
案
内
し
、
こ
の
王
に
布
施
や
持
戒
の
大
切
さ
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
も

の
で
、
第
七
十
四
節
に
、

祝
祭
は
殷
賑
を
極
め
、
そ
こ
に
は
雲
も
嵐
も
突
風
も
そ
し
て
雪
や
霧
さ
え
も
な
か
っ
た
、
朝
日
は
純
金
の
ご
と
く
輝
き
、
楼
閣

や
佇
ま
い
の
荘
厳
さ
に
感
動
し
、
天
女
と
の
愛
に
満
ち
た
来
世
を
願
い
、
近
隣
遠
方
か
ら
蝟
集
せ
る
、
乞
食
、
バ
ラ
モ
ン
、
シ

ン
チ
ャ
ン
、
セ
イ
ン
ヤ
ン
、
パ
テ
ィ
ー
、
ゾ
ー
ヂ
ー
…
〔
中
略
〕
…
ラ
ヘ
ェ
、
ラ
ヤ
ウ
、
セ
ー
チ
ャ
ウ
、
タ
イ
ェ
ッ
、
イ
ェ
ー

テ
ィ
ー
に
、
門
を
ひ
ら
き
、
積
載
横
溢
せ
る
施
物
を
、
な
み
な
み
と
、
あ
ま
ね
く
分
け
与
え
ん
﹇N

em
i:108-109

﹈

と
、
ネ
ー
ミ
大
王
が
、
死
後
忉
利
天
へ
の
転
生
を
願
い
、
方
々
か
ら
や
っ
て
来
る
住
民
に
対
し
て
惜
し
み
な
く
布
施
を
行
う
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
乞
食
、
バ
ラ
モ
ン
と
始
ま
る
人
種
名
は
、
そ
の
配
列
や
選
択
に
韻
を
踏
む
こ
と
に
よ
る
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
る

と
は
思
う
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
世
の
住
民
す
べ
て
と
い
う
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
、
当
時
識
別
さ
れ
て
い
た
も
の
を
最
大
限
に
網
羅

し
た
も
の
で
あ
ろ
う

）
18
（

。
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そ
し
て
、
タ
ウ
ン
グ
ー
王
バ
イ
ン
ナ
ウ
ン
（
在
位
一
五
五
一
〜
八
一
年
）
の
事
績
を
記
し
た
『
ハ
ン
タ
ワ
デ
ィ
ー
白
象
王
御
戦
記

伝
（Sinbyushin Ayedawbon

）』
に
は
、百
一
の
人
種
が
登
場
す
る
。
一
五
五
九
年
、カ
テ
ー

）
19
（

が
王
国
の
西
北
辺
に
あ
る
ミ
ー
ン
ギ
ー

ン
や
テ
ィ
ー
リ
ン
を
侵
略
し
た
。
こ
の
お
り
王
の
ご
下
問
に
対
し
て
、
大
臣
の
ビ
ン
ニ
ャ
ダ
ラ
は
、

カ
テ
ー
城
市
は
、
百
一
の
人
種
の
中
の
一
つ
と
し
て
の
王
国
で
す
か
ら
、
こ
の
周
辺
に
い
る
シ
ャ
ン
の
藩
侯
で
は
不
十
分
で
す
。

私
ど
も
、
国
王
陛
下
の
軍
隊
が
こ
ぞ
っ
て
進
軍
し
て
こ
そ
、
陛
下
の
お
力
と
影
響
力
は
増
大
し
、
こ
れ
に
恐
れ
を
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
故
、
カ
テ
ー
へ
の
進
軍
は
、
し
か
る
べ
き
将
官
に
お
ま
か
せ
下
さ
い
﹇Sinbyushin Ayedawbon 

2006:62-63

﹈ ﹇Ayedawbon 5 Saungdwe:421

﹈
）
20
（

。

と
進
言
す
る
。
国
王
の
威
力
を
見
せ
付
け
る
た
め
に
は
、
配
下
の
諸
侯
を
差
し
向
け
た
だ
け
で
は
だ
め
で
、
国
王
の
軍
が
出
動
す
べ

き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
一
五
六
一
年
、
現
在
の
シ
ャ
ン
山
地
に
存
在
し
て
い
た
マ
イ
ン
ナ
ー
、
モ
ー
ウ
ー
ン
、
サ
ン
ダ
ー
の
三
勢
力
が
服
属
し
た
お

り
、
そ
れ
ら
に
よ
る
進
貢
の
様
子
を
、

モ
ー
ウ
ー
ン
国
主
（
ソ
ー
ボ
ワ
ー
）
に
よ
る
タ
ヨ
ゥ
織
布
の
貢
物
を
搭
載
せ
る
舟
艇
は
、鉄
舟
や
華
麗
な
る
屋
形
船
に
引
か
れ
、

川
面
を
覆
う
。
生
き
と
し
生
け
る
者
の
大
王
は
、
獅
子
百
獣
の
王
の
ご
と
き
満
々
た
る
勇
猛
さ
で
四
大
洲
を
支
配
す
る
転
輪
王

ご
と
く
、百
一
の
人
種
に
囲
ま
れ
、相
応
せ
る
黄
金
宮
に
て
、女
御
と
し
て
、〔
モ
ー
ウ
ー
ン
の
王
女
〕を
住
ま
わ
せ
た﹇Sinbyushin 

Ayedawbon 2006:70

﹈

と
描
写
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
、

国
主
や
そ
の
兄
弟
は
東
宮
の
も
と
に
留
ま
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。こ
の
年
の
戦
い
に
よ
り
、百
一
の
人
種
の
う
ち
、イ
ー
タ
ヨ
ー
、



二
五

前
近
代
ビ
ル
マ
語
世
界
に
お
け
る
「
百
一
の
人
種
」
に
つ
い
て

（
25
）

ラ
ワ
、
パ
ラ
ウ
ン
、
カ
チ
ン
、
モ
ー
ナ
ー
、
サ
ン
ダ
ー
、
モ
ー
ウ
ー
ン
と
い
う
シ
ャ
ン
大
国
の
者
た
ち
と
と
も
に
、
イ
ー
タ
ヨ
ー
、

ラ
ワ
、
パ
ラ
ウ
ン
、
カ
チ
ン
を
制
圧
さ
れ
た
﹇Sinbyushin Ayedawbon 2006:70

﹈。

と
し
て
、
百
一
の
人
種
を
支
配
す
る
、
転
輪
聖
王
と
し
て
の
国
王
像
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
五
七
五
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
島
の
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
王
を
援
助
す
べ
く
、
カ
テ
ー
隊
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
隊
、
ラ
オ
隊
、
チ
ェ
ン

マ
イ
隊
を
派
遣
し
た
お
り
、こ
れ
ら
部
隊
の
獰
猛
さ
に
恐
れ
を
な
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
各
地
の
王
は
戦
意
を
喪
失
す
る
。
こ
れ
を
み
た
、

派
遣
軍
参
謀
は
、
か
れ
ら
に
対
し
て
、

わ
が
主
、
生
き
と
し
生
け
る
者
の
王
は
、
閻
浮
提
を
支
配
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
百
一
の
人
種
等
を
支
配
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
汝

ら
は
、
こ
こ
ろ
穏
や
か
に
語
る
の
か
、
戦
い
を
挑
む
の
か
、
と
使
者
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
私
ど
も
は
、
閻
浮
提
の
王
と
し
て
の

威
徳
や
手
腕
、
権
力
を
聞
き
及
び
、
慶
賀
の
い
た
り
に
存
じ
て
お
り
ま
す
、
い
ま
こ
う
し
て
御
軍
に
あ
い
ま
み
え
、
私
ど
も
は

何
も
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
王
と
と
も
に
、
忠
勤
に
励
み
ま
す
﹇Sinbyushin Ayedawbon 2006:142

﹈

と
答
え
た
と
い
う
。
ス
リ
ラ
ン
カ
島
に
は
、当
時
コ
ロ
ン
ボ
を
拠
点
と
す
る
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
王
以
外
に
、ク
ッ
テ
ー
王
、カ
ン
テ
ィ
ー

王
、
テ
ィ
ー
タ
ー
ウ
ェ
ワ
王
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
バ
イ
ン
ナ
ウ
ン
王
に
服
属
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
百
一

の
人
種
は
、
こ
の
世
の
住
民
す
べ
て
の
総
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
『
ハ
ン
タ
ワ
デ
ィ
ー
白
象
王
御
戦
記
伝
』
は
、
バ
イ
ン
ナ
ウ
ン
王
に
よ
る
覇
権
達
成
を
、
仏
教
的
世
界
秩
序
の
中
で

説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
同
時
に
仏
伝
等
に
表
現
さ
れ
て
い
る
世
界
を
理
想
社
会
と
み
な
し
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
た
世
を
現
出

せ
し
め
て
い
る
、
も
し
く
は
こ
の
王
が
そ
う
し
た
世
界
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

実
を
こ
れ
に
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
り
、
仏
教
世
界
に
あ
る
百
一
の
王
、
百
一
の
人
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
用
い
ら
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
百
一
の
王
や
人
種
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
世
界
が
、
仏
教
世
界

で
あ
る
と
の
認
識
を
も
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
史
書
は
時
の
大
臣
ウ
ッ
タ
ヨ
ー
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
す
る
が
、
今
回
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
ト
ー
・
フ
ラ
に
よ
っ
て
、

緬
暦
一
〇
三
三
年
ピ
ャ
ー
ド
ー
月
黒
分
五
日
（
一
六
七
一
年
一
月
八
日
）
な
る
奥
付
け
の
あ
る
ペ
ー
ザ
ー
を
中
心
に
、
緬
暦

一
二
〇
一
年
ワ
ー
ガ
ウ
ン
月
白
分
一
四
日
（
一
八
三
九
年
八
月
二
三
日
）
の
筆
写
本
を
参
照
し
つ
つ
、
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

﹇Sinbyushin Ayedawbon 2006:gi

﹈。
従
っ
て
、こ
こ
に
示
さ
れ
た
観
念
が
、一
六
世
紀
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、

遅
く
と
も
一
七
世
紀
当
時
、
王
権
は
、
世
界
を
百
一
の
人
種
で
認
識
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
証
拠
と
し
て
、
一
六
七
九
年
（
六
月
二
日
）、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
王
国
の
ミ
ー
ン
イ
ェ
ー
チ
ョ
ー
デ
ィ
ン
王
（
在
位
一
六
七
三

〜
九
八
年
）
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
勅
令
﹇R

O
B

 II:219

﹈
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
こ
に
は
百
一
の
人
種

に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
分
類
と
人
種
名
を
書
き
上
げ
、
こ
れ
を
も
っ
て
百
一
の
人
種
構
成
と
し
て
確
認
し
大
蔵
に
保
管
し
た
こ
と
し

か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
勅
令
の
存
在
は
謎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
百
一
の
人
種
が
王
権
の
正
統
化
に
必

要
な
概
念
装
置
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
意
図
は
明
ら
か
と
な
る
。
何
か
そ
の
扱
い
に
混
乱
が
起
き

た
か
ら
統
一
を
は
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
支
配
下
に
あ
る
も
の
を
確
定
し
て
お

く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

何
を
支
配
し
て
い
る
の
か
不
明
で
は
、
そ
の
正
統
性
に
自
信
が
持
て
な
い
。
バ
イ
ン
ナ
ウ
ン
の
大
臣
が
、
カ
テ
ー
を
「
百
一
の
人

種
の
中
の
一
つ
と
し
て
の
王
国
で
あ
る
」
と
わ
ざ
わ
ざ
定
義
し
た
の
は
、王
権
の
概
念
が
百
一
の
人
種
と
の
関
係
で
成
立
し
て
い
た
、

も
し
く
は
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
百
一
の
人
種
と
い
う
概
念
は
、
単
に
住
民
の
区
分
を
示
し
た
も
の
と
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い
う
よ
り
、
王
権
を
正
統
化
す
る
装
置
と
し
て
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
は
下
る
が
、緬
暦
一
二
二
七
年
ガ
ソ
ン
月
黒
分
七
日
（
一
八
六
五
年
五
月
一
六
日
）、ミ
ン
ド
ン
王
に
よ
る
、チ
ャ
ウ
ト
ー
ヂ
ー

仏
の
遥
拝
パ
レ
ー
ド
を
写
し
取
っ
た
絵
巻
物
﹇
伊
東 2002:121-122

﹈
に
は
、
国
王
の
軍
隊
が
多
く
の
人
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
一
年
（
九
月
一
九
日
）
に
枢
密
院
の
大
臣
達
が
、
国
王
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き

（
仏
教
的
）
事
柄
を
記
し
た
上
奏
文
に
も
、
こ
の
「
百
一
の
人
種
」
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
﹇
一
八
七
一
年
枢
密
官
上
奏
文
﹈。
こ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
、「
百
一
の
人
種
」
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
人
種
は
王
権
を
正
統

化
す
る
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に　

―
所
か
わ
れ
ば
品
か
わ
る
―

一
九
世
紀
に
な
る
と
、
国
王
が
太
陽
の
血
筋
を
引
い
て
い
る
と
い
う
理
解
は
現
実
的
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
三
二
年
に
成
っ
た
『
玻
璃
宮
御
大
年
代
記
』
に
は
、
一
八
世
紀
初
め
の
ウ
ー
・
カ
ラ
に
よ
る
『
大
年
代
記
』
に
あ
る
こ
の
記
述

を
、
正
当
で
な
い
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た 

﹇Tin 1965:9

﹈。
こ
こ
に
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
な
そ
れ
に
対
す
る
仏
教
的
人
間
観
の
勝

利
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
種
を
、
植
民
地
期
以
後
の
よ
う
に
、
言
語
や
宗
教
、
風
俗
・
習
慣
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
文
化
を
共
通
と
し
、
同
様
の
思
考
・
行
動
様
式
を
生
来
的
に
有
す
る
政
治
的
集
団
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

た
し
か
に
、
出
自
や
出
身
地
、
階
層
が
同
じ
で
あ
れ
ば
似
た
よ
う
な
行
動
様
式
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
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は
出
自
や
血
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
所
か
わ
れ
ば
品
か
わ
る
」
と
い
う
ご
と
く
、
人
は
場
所
に
よ
っ
て
ど

う
に
も
な
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
一
見
風
土
決
定
論
の
よ
う
で
あ
る
が
、
人
間
が
社
会
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と

を
斟
酌
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
テ
ィ
ン
も
、
こ
の
百
一
の
人
種
を
説
明
す
る
さ
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
王
国
時

代
、
ビ
ル
マ
で
は
な
い
他
の
人
種
が
多
く
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
入
れ
墨
を
し
た
り
、
ロ
ン
ヂ
ー
や
エ
ン
ヂ
ー
を
着
用
し
た
り
し
て
暮

ら
し
て
い
る
う
ち
、
ビ
ル
マ
風
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
認
め
て
い
る 

﹇Tin 1965: 32

﹈。

前
近
代
に
あ
っ
て
は
同
一
政
権
の
支
配
下
に
あ
っ
て
も
、
場
所
に
よ
っ
て
統
治
は
異
な
り
、
同
じ
場
所
に
し
て
も
、
時
代
に
よ
っ

て
統
治
が
変
わ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
の
思
想
や
行
動
様
式
は
変
化
し
て
い
く
。
人
間
の
性
行
が
生
来
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
理

解
を
中
心
に
し
た
現
代
の
民
族
概
念
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
た
だ
「
民
主
的
」
な
制
度
を
め
ざ
す
国
家
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
い

ち
お
う
は
そ
の
名
称
を
確
定
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
個
々
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
。
一
人
の

人
が
い
ろ
い
ろ
な
人
種
名
で
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
人
は
、
何
々
人
が
い
る
と
い
い
、
別
の
人
は
そ
ん
な
人
種
は
い
な
い

と
い
う
。
そ
の
内
容
は
と
も
か
く
、
支
配
下
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
種
が
い
る
と
い
う
認
識
こ
そ
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
国
民
国
家
体
制
下
に
あ
っ
て
国
を
ま
と
め
、
住
民
を
統
合
す
る
た
め
の
手
段
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
一
人
ひ
と
り

の
宗
教
、
考
え
方
、
嗜
好
、
生
き
方
、
そ
し
て
歴
史
（
記
憶
）
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
問
題
に
さ
れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
限
り
な
く
一
致
さ
せ
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
こ
う
じ
ら
れ
、
他
と
の
差
別
化
を
進
め
る
た
め
、
生
来
的
と
い
う
発

想
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
政
府
の
正
統
性
は
こ
れ
に
よ
っ
て
し
か
担
保
さ
れ
ず
、
民
族
概
念
が
統
治
体
制
の
要
請
に
よ
り
形
成
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
種
が
、
前
近
代
に
お
け
る
王
権
を
正
統
化
す
る
た
め
に
作
り
あ
げ
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
と
何

ら
異
な
ら
な
い
。
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よ
く
民
族
概
念
は
、
前
近
代
社
会
に
も
存
在
し
た
が
、
当
時
は
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
眠
っ
て
い
た
も

の
が
、
近
代
に
な
っ
て
目
を
覚
ま
し
た
と
い
う
。
た
し
か
に
あ
る
小
さ
な
集
団
に
限
れ
ば
、
人
種
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
る
も
の
が

存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
お
隣
に
は
、
ま
っ
た
く
別
の
利
害
で
動
く
住
民
が
生
活
し
て
お
り
、
な
に
よ
り
も
社
会
は

中
央
に
よ
る
領
国
を
単
位
と
し
た
支
配
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
。

百
一
の
人
種
を
、
王
権
を
正
統
化
す
る
も
の
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
確
定
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
歴
史

的
事
例
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
し
あ
た
り
は
、
や
は
り
テ
ィ
ン
が
紹
介
し
た
論
者
の
文
献
を
探
し
出
し
、
百
一
の
人

種
が
登
場
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
解
釈
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て

既
存
文
献
の
再
調
査
の
み
な
ら
ず
、
他
の
文
書
に
ま
で
枠
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
窟
院
壁
画
に
残
さ
れ
た
百
一
の
人
種
に
関
す
る
図

像
の
検
討
も
進
め
て
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

注

（
1
）
本
稿
で
は
、
現
在
の
国
家
名
や
国
土
を
あ
ら
わ
す
場
合
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
民
族
や
言
語
名
の
場
合
は
ビ
ル
マ
を
、
た
と
え
史
料
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
あ
っ
て
も
、
使
用
す
る
。

（
2
）『
ザ
タ
ド
ー
ボ
ウ
ン
年
代
記
』（
二
種
類
）、『
ロ
ー
カ
ヒ
タ
ヤ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
』、『
ロ
ー
キ
ー
デ
ィ
タ
ー
ヌ
ガ
テ
ィ
チ
ャ
ン
』。
た
だ
、
テ
ー

ウ
ェ
ー
は
『
ロ
ー
キ
ー
デ
ィ
タ
ー
ヌ
ガ
テ
ィ
チ
ャ
ン
』
を
『
新
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
』
か
ら
引
い
た
と
し
て
い
る
。

（
3
）
①Nga M

i Yakhain Yazawin

（
一
八
三
七
〜
一
八
四
四
年
頃
成
立
、
英
国
図
書
館
蔵
）、
②Yakhain Yazawingyi　
（
一
八
五
一
年
七
月
一
七

日
成
立
、ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、③YakhainYazawin Yakhapura
（
一
八
七
〇
年
九
月
二
九
日
成
立
、ミ
ャ
ン
マ
ー
国
立
図
書
館
蔵
）、

④Yakhain Yazapoun

（
一
八
八
四
年
二
月
二
四
日
成
立
、
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、
⑤Yakhain Yazawin

（
一
八
八
七
年
三
月
一
一
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日
成
立
、
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、
⑥Yakhain Yazawin

（
不
明
、
ア
ジ
ア
協
会
ベ
ン
ガ
ル
支
所
図
書
館
蔵
）﹇Zaw

 Lynn A
ung:2-3

﹈

（
4
）
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
立
図
書
館
貝
葉
本 

一
六
三
二
番
、
鹿
児
島
大
学
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム　

リ
ー
ル
番
号
一
〇
一
。

（
5
）
こ
れ
ら
の
検
索
に
は
、
ト
ゥ
ン
イ
ー
氏
に
も
協
力
い
た
だ
い
た
。

（
6
）
ボ
ー
ミ
ッ
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
一
九
六
二
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
出
版
さ
れ
た
。「
昔
の
賢
者
が
書
い
た
実
用
本
を
精
力
的
に
集
め
」
こ
れ
を
ま

と
め
た
も
の
と
い
う
が
、
百
一
の
人
種
に
つ
い
て
の
出
所
は
不
明
。

（
7
）
サ
ン
ダ
マ
ー
ラ
ー
リ
ン
カ
ー
ラ
が
引
用
す
る
﹇A

shin Sandam
aralinkara 2014:34

﹈
も
、
ど
の
よ
う
な
文
献
か
不
明
。

（
8
）
そ
の
た
め
現
代
に
お
い
て
史
書
を
復
刻
す
る
さ
い
、
タ
ラ
イ
ン
を
モ
ン
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

（
9
）﹇M

in Pe M
yint 2006:3-4

﹈
は
、
モ
ン
・
テ
ィ
、
モ
ン
・
サ
、
モ
ン
・
ニ
ャ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ペ
グ
ー
地
方
、
パ
テ
ィ
ン
地
方
、
モ
ッ
タ
マ
地

方
と
す
る
。

（
10
）
パ
コ
ッ
ク
ー
市
在
住
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
史
家
ナ
ン
フ
ラ
イ
ン
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
11
）
い
く
つ
か
の
窟
院
壁
画
で
は
、
安
置
さ
れ
た
仏
像
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
百
一
の
人
種
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
の
情
景
を
現
実

化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
12
）
ど
の
よ
う
な
典
籍
で
あ
る
か
未
確
認
。
バ
グ
シ
ョ
ウ
は‘ B

ook of gram
m

atical suffixes’

と
訳
し
て
い
る
﹇B

agshaw
e 2001:130

﹈。

（
13
）
文
献
に
よ
っ
て
は
、
王
族
は
さ
ら
に
太
陽
の
系
統
、
月
の
系
統
、
そ
の
支
配
地
、
支
配
方
法
、
儀
礼
の
方
法
な
ど
に
よ
り
、
ま
た
ポ
ン
ナ
ー

は
妻
帯
の
有
無
や
生
計
の
手
段
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
四
、
も
し
く
は
十
種
類
に
分
類
さ
れ
る
﹇Tin 1965:16-18

﹈。

（
14
）「
ブ
ー
リ
ッ
ダ
竜
王
前
生
物
語
」
に
は
、「
聖
な
る
〔
バ
ラ
モ
ン
〕
は
ヴ
ェ
ー
ダ
の
学
習
を
／
人
王
た
る
〔
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
〕
は
大
地
の
〔
領
有
〕

を
、ヴ
ァ
イ
シ
ャ
は
農
耕
を
、シ
ュ
ー
ド
ラ
は
奉
仕
を
／
そ
れ
ぞ
れ
の
領
分
で
従
い
行
な
う
／
そ
れ
ら
〔
区
別
〕
は
ヴ
ァ
シ
ン
（
自
在
者
）
に
よ
っ

て
／
定
め
ら
れ
た
」
と
人
は
言
う
が
、「
も
し
も
、
バ
ラ
モ
ン
た
ち
が
語
る
こ
と
が
／
真
理
で
あ
る
な
ら
ば
／
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
で
な
い
生
ま
れ
の

者
は
／
王
位
を
得
ら
れ
ず
／
バ
ラ
モ
ン
〔
の
生
ま
れ
〕
で
な
い
者
は
／
ヴ
ェ
ー
ダ
の
こ
と
ば
を
学
習
で
き
な
い
／
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
以
外
に
は
農
耕

は
で
き
な
い
／
シ
ュ
ー
ド
ラ
は
他
人
へ
の
奉
仕
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
」﹇
ジ
ャ
ー
タ
カ
9:190

﹈
な
ど
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
テ
ィ
に
は
上
下
関
係
が

存
在
す
る
こ
と
や
梵
天
ブ
ラ
フ
マ
ン
が
こ
の
世
界
の
主
宰
者
（
自
在
者
）
と
い
う
考
え
方
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。

（
15
）
一
六
〇
一
年
の
ペ
グ
ー
攻
略
に
勝
利
し
、
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
・
デ
ル
タ
一
帯
ま
で
支
配
す
る
に
い
た
っ
た
、
ヤ
カ
イ
ン
王
と
し
て
の
自
信

を
確
認
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
っ
た
﹇Zaw

 Lynn A
ung:7

﹈。

（
16
）
ジ
ャ
ー
タ
カ
第
五
四
六
話
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
「
賢
者
マ
ホ
ー
サ
ダ
前
生
物
語
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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（
17
）
ジ
ャ
ー
タ
カ
第
五
三
二
話
「
ソ
ー
ナ
・
ナ
ン
ダ
前
生
物
語
」
で
は
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
考
え
て
か
、
当
該
国
王
以
外
「
百
人
の
王
」
と

し
て
い
る
﹇
ジ
ャ
ー
タ
カ
8:159,163

﹈。
ま
た
す
べ
て
の
王
と
い
う
意
味
の
「
百
一
人
の
王
」
と
い
う
表
現
は
、ジ
ャ
ー
タ
カ
第
五
三
七
話
「
マ

ハ
ー
ス
タ
ソ
ー
マ
前
生
物
語
」
に
あ
る
﹇
ジ
ャ
ー
タ
カ
8:290

﹈。

（
18
）
テ
ィ
ン
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
タ
ラ
イ
ン
（
モ
ン
）
系
、
カ
レ
ン
系
、
ゾ
ー
ヂ
ー
系
、
タ
ヨ
ッ
（
中
国
）
系
、
カ
ラ
ー
系
の
人
種
が
存
在
し
た

と
し
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
王
都
イ
ン
ワ
周
辺
に
存
在
し
た
か
、
ま
た
知
ら
れ
て
い
た
も
の
に
違
い
な
い
と
し
て
い
る
﹇T

in 1965:26

﹈。
テ
ィ
ン

の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、﹇Tin1965:26

﹈
に
引
用
さ
れ
た
人
種
名
や
数
は
﹇Shin Eggatham

adi:109

﹈
と
同
一
で

は
な
い
。

（
19
）
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
中
央
部
に
よ
る
政
権
に
と
っ
て
、
カ
テ
ー
（
マ
ニ
プ
ー
ル
）
は
、
北
西
部
に
お
け
る
支
配
域
と
、
騎
馬
要
員
確
保

の
た
め
、
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
﹇K

hin K
hin H

too 2010:33

﹈。
カ
テ
ー
に
と
っ
て
は
、
相
対
的
に
生
産
力
の
低
い
山
地
に
あ
っ
て
、
そ
の
南

東
に
ひ
ろ
が
る
平
原
は
、
食
糧
・
人
員
等
資
源
の
供
給
地
と
し
て
魅
力
的
な
場
所
で
あ
っ
た
。

（
20
）
こ
の
時
の
事
情
を
『
五
つ
の
御
戦
記
』
に
含
ま
れ
る
、「
ハ
ン
タ
ワ
デ
ィ
ー
白
象
王
御
戦
記
」
で
は
、「
緬
暦
九
二
一
年
ヤ
ナ
ダ
プ
ー
ラ
・
イ

ン
ワ
領
内
の
北
辺
ミ
ー
ン
ギ
ー
ン
、
テ
ィ
ー
リ
ン
町
等
を
、
カ
テ
ー
人
種
（
ル
ー
ミ
ョ
ー
）
が
破
壊
し
、
領
有
し
た
の
を
」﹇Ayedawbon5 

Saungdwe:420

﹈
と
な
っ
て
い
る
が
、﹇Sinbyushin Ayedawbon 2006:62

﹈
で
は
「
…
カ
テ
ー
城
市
（
ミ
ョ
ウ
）
な
ど
が
破
壊
し
」
と
な
っ
て

い
る
。

文
献

A
shin Sandam

aralinkara.2014. Yakain Yazawin-thit Kyan

（
新
ヤ
カ
イ
ン
年
代
記
）. Yapyi Sa-ouk Taik. Yangon.

〈in B
urm

ese

〉

Ayedawbon
5 Saungdwe : B

i et al. ( ed). 1923. Ayedawbon
5 Saungdwe

（『
五
つ
の
御
戦
記
』）. Yangon, Thudanm

aw
adi Press. 

〈in B
urm

ese

〉

B
o M

yit,1962, Lokahitayathi Kyan.Yangon, B
andula Saouk-sain G

yi. 
〈in B

urm
ese

〉

仏
教
説
話
大
系
編
集
委
員
会1982

『
仏
教
説
話
体
系
15　

伝
説
と
民
話
（
二
）』
す
ず
き
出
版
。

B
huryidat: Shin R

atthasara, Bhuryidat Lingagyi

（
槃
達
龍
大
長
編
詩
）,1964, Y

nagon, H
antaw

adi Press. 

〈in B
urm

ese

〉

G
atha : Shin O

ungnyo, G
atha khyaukhse Pyo

（
仏
典
叙
事
詩
・
偈
頌
六
○
偈
）,1965, Yangon,H

antaw
adi Press. 

〈in B
urm

ese

〉
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伊
東
利
勝2002

「
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
流
域
地
方
に
お
け
る
王
朝
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
」『
東
南
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
』（
寺
田
勇
文
編
）
め
こ
ん
、

一
一
一
〜
一
四
四
頁
。

ジ
ャ
ー
タ
カ
8
：
中
村
元
監
修
、
片
山
一
良
訳1982
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